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必
要
が
あ
っ

て
中
国
語
を
習

い
始
め
た
。
一

か
ら
新
し
い
こ

と
を
学
ぶ
の
は

十
五
年
ぶ
り

だ
。
こ
れ
が
ど

ん
な
に
新
鮮
な

気
分
か
、
二
十

歳
前
後
の
学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
わ
か
る
ま
い
▼
学
生
の

頃
に
は
手
が
届
か
な
か
っ
た

Ｃ
Ｄ
も
今
な
ら
買
え
る
。
自

分
に
合
っ
た
勉
強
方
法
は
、

英
語
の
学
習
を
通
じ
て
会
得

し
て
い
る
つ
も
り
だ
。
大
好

き
な
曲
を
聴
く
よ
う
に
繰
り

返
し
ス
キ
ッ
ト
に
耳
を
傾
け

る
▼
語
学
に
は
つ
き
も
の
の

さ
ま
ざ
ま
な
規
則
と
そ
の
例

外
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
勉
強

し
て
い
る
と
、
経
済
学
の
勉

強
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
に

浮
か
ん
だ
、数
え
切
れ
な
い
小

さ
な
疑
問
を
思
い
出
す
。経
済

学
で
は
生
産
活
動
を
描
写
す

る
際
に
、
生
産
に
用
い
る
要

素
と
し
て
、「
労
働
力
」と「
資

本
」
の
二
つ
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
用
い
る
が
、
こ
れ
が

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
原
材
料
は
必
要
な
い
の

だ
ろ
う
か
？

そ
も
そ
も「
資

本
」と
は
何
だ
ろ
う
？
「
資

産
」や「
資
金
」と
ど
う
違
う
の

か
▼
こ
う
し
た
疑
問
を
遠
慮

な
く
先
生
に
ぶ
つ
け
て
い
た

ら
、
も
っ
と
効
率
良
く
勉
強

で
き
た
だ
ろ
う
に
、と
悔
や
ま

れ
る
。で
も
私
の
学
生
時
代
に

比
べ
る
と
、
素
直
に
疑
問
を

口
に
す
る
学
生
が
多
い
気
が

す
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。

（
本
西

泰
三
）
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新新入入生生ののみみななささんん、、ごご入入学学おおめめででととううごござざいいまますす。。
千千里里鶯鶯なないいてて緑緑がが紅紅にに映映ずずるる、、桜桜花花爛爛漫漫のの候候、、新新入入生生のの諸諸君君
はは、、今今日日かからら１１１１９９年年のの歴歴史史とと伝伝統統をを有有すするる関関西西大大学学のの一一員員にになならら
れれままししたた。。私私はは第第３３８８代代のの学学長長ととししてて、、みみななささんんをを関関西西大大学学にに迎迎
ええるるここととをを、、心心かかららううれれししくくかかつつ光光栄栄にに思思っってていいまますす。。ななぜぜなな
らら、、関関西西大大学学のの伝伝統統のの灯灯はは、、新新ししいい感感性性ととエエネネルルギギーーををももっったた
若若いい世世代代ののみみななささんんのの力力にによよっってて、、継継承承ししてていいっっててももららわわねねばば
ななららなないいかかららでですす。。
２２１１世世紀紀のの現現在在、、日日本本そそししてて世世界界はは大大ききなな転転換換期期ににあありりまますす。。
国国境境をを越越ええたた経経済済のの国国際際化化とと情情報報化化がが進進みみ、、一一つつのの国国、、地地域域でで
起起ここっったた出出来来事事はは、、他他のの国国やや地地域域ににすすぐぐささまま波波及及ししてていいききまま
すす。。拉拉致致事事件件、、米米国国ででのの同同時時テテロロ、、イイララククににおおけけるる戦戦争争、、イインン
ドド洋洋ででのの大大津津波波ささららににはは環環境境破破壊壊にによよるる地地球球温温暖暖化化ななどど、、多多くく
のの問問題題がが地地球球規規模模でで影影響響ををああたたええ、、私私たたちちのの日日々々のの生生活活ににそそのの
影影ををおおととししてていいまますす。。
すすななわわちち、、ここれれままでで考考ええらられれななかかっったたよよううなな出出来来事事、、事事件件、、
問問題題がが次次々々にに出出現現ししてていいるる今今日日。。ままささににそそんんなな大大変変なな時時代代にに、、
みみななささんんはは関関西西大大学学にに入入学学ししててここらられれままししたた。。
いいわわばば従従来来ののすすべべててののもものののの価価値値がが、、そそののあありり方方をを問問いい直直ささ
れれるるべべきき時時代代にに、、現現在在ははああるるののでですす。。何何がが真真実実でで、、何何がが正正ししいい
ののかか。。平平和和ととはは、、幸幸福福ととはは何何ななののかか────。。
だだがが、、考考ええよよううにによよっっててはは、、既既成成ののももののをを新新ししいい視視点点、、若若いい
目目でで見見直直すすここととががででききるる、、みみななささんんのの時時代代ががははじじままろろううととししてて
いいるるののかかももししれれまませせんん。。そそししてて、、そそのの時時代代をを確確かかなな時時代代ににすするる
たためめににはは、、今今日日かかららははここのの大大学学ににおおいいてて、、幅幅広広いい教教養養をを身身ににつつ
けけ、、情情報報機機器器ををつつかかっってて知知識識とと知知恵恵をを獲獲得得しし、、専専門門的的学学問問をを修修
めめるる必必要要ががあありりまますす。。ここれれままででののよよううにに断断片片的的なな知知識識ををペペキキンン
ダダッッククののよよううにに詰詰めめここむむののででははななくく、、自自分分のの頭頭でで考考ええねねばばななりり
まませせんん。。

くら

孔孔子子ははここうう言言っってていいまますす。。「「学学びびてて思思わわざざれればば則則ちち罔罔しし。。思思いい
あやう

てて学学ばばざざれればば則則ちち殆殆しし（（知知識識やや情情報報ををたたくくささんん得得ててもも考考ええななけけ
れればば明明確確ににななららずず、、考考ええるるだだけけでで知知識識やや情情報報をを得得ななけけれればば独独断断
ににおおちちいいりり危危険険だだ））、、とと」」。。
みみななささんんはは、、今今日日かからら４４年年間間、、関関西西大大学学ででのの学学生生生生活活────勉勉
学学、、ゼゼミミナナーールル、、ククララブブややササーーククルルででのの文文化化・・ススポポーーツツ活活動動、、
ボボラランンテティィアア、、イインンタターーンンシシッッププななどど────をを通通じじてて、、多多くくのの経経
験験をを積積みみ、、ささままざざままななここととをを学学びび、、思思索索ししてて、、自自分分のの意意見見をを
堂堂々々とと述述べべるるここととががででききるるよよううににななっってて欲欲ししいいとと思思いいまますす。。
そそののたためめににはは、、ままずず心心理理的的なな親親離離れれがが必必要要でですす。。
ひひととりりのの自自立立ししたた人人間間ととししてて、、健健全全ででババラランンスス感感覚覚ををももっっ

たた、、そそししててななににごごととににもも積積極極果果敢敢にに挑挑戦戦すするる��関関大大人人��にに成成長長
ししてていいっってて欲欲ししいい。。ここれれががみみななささんんのの関関西西大大学学入入学学ににささいいしし
てて、、私私のの希希望望すするるここととでであありりまますす。。
「「求求めめよよ。。ささららばば与与ええらられれんん」」。。私私たたちち教教職職員員はは、、みみななささんんがが
ここのの大大学学でで大大ききくく立立派派にに成成長長ししてて社社会会にに旅旅立立っってていいかかれれるるたた
めめ、、全全力力ををああげげてて支支援援すするる覚覚悟悟でですす。。

関西大学学長

河田 悌一



――
強強
いい
関関
西西
大大
学学
のの
創創
造造
をを
めめ
ざざ
しし
てて
――
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新
入
生
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
四
年
間
の
学
生

生
活
に
つ
い
て
、
様
々
な
ス
ト

ー
リ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
を
思
い
描

い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
学
は
、「
夢
と
希
望
の
ユ
ニ

バ
ー
ス
（
宇
宙
）」
で
あ
り
、
み

な
さ
ん
が
目
標
に
向
か
っ
て
全

力
投
球
し
て
い
け
ば
、
探
し
求

め
る
も
の
が
必
ず
見
つ
か
り
ま

す
。
本
当
に
学
ぶ
意
欲
が
あ
れ

ば
、
こ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
た
環
境

は
類
ま
れ
と
言
え
ま
す
。
多
彩

な
専
門
分
野
と
豊
富
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
有
す
る
総
合
大
学
で

あ
り
、
図
書
館
、
博
物
館
等
の

施
設
、
Ｉ
Ｔ
環
境
等
の
先
進
の

設
備
は
、
決
し
て
使
い
尽
く
す

こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
充
実
し

て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
、
サ
ー

ビ
ス
面
に
お
い
て
も
様
々
な
活

動
が
至
る
所
で
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
入
学
し
て
よ
か
っ
た
」

と
、
必
ず
や
思
っ
て
い
た
だ
け

る
大
学
で
あ
る
、
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
に
満

足
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
私
立
大
学
を
取

り
巻
く
環
境
は
、「
競
争
と
評

価
」
が
求
め
ら
れ
る
極
め
て
厳

し
い
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で

は
、
各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
建

学
の
理
念
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
伝
統
を
ふ
ま
え
て
、
戦
略

を
も
っ
て
主
体
的
・
機
動
的
に

将
来
構
想
を
構
築
し
、
教
育
・

研
究
機
関
と
し
て
社
会
全
体
に

ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
打
ち
出
し
、
そ
の
独
自
の

存
在
意
義
を
社
会
に
強
く
訴
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。な

か
で
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ

ふ
れ
る
教
育
改
革
を
展
開
し
な

け
れ
ば
、
社
会
か
ら
淘
汰
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

学
校
法
人
関
西
大
学
は
、
こ

の
よ
う
な
現
状
認
識
の
も
と
、

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て
い

く
た
め
の
中
長
期
戦
略
構
想
策

定
体
制
を
構
築
し
、
推
進
し
て

い
ま
す
。

す
で
に
ご
存
知
の
と
お
り
、

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
学
校
法

人
関
西
大
学
の
試
金
石
と
も
言

え
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
関

西
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」

も
始
動
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
構
想
は
、
本
学
の
将
来

像
と
新
た
な
社
会
貢
献
の
視
点

か
ら
、
超
高
層
ビ
ル
を
中
心
と

す
る
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、

幼
稚
園
・
小
学
校
か
ら
大
学
院

ま
で
の
一
貫
教
育
、
さ
ら
に
は

社
会
人
教
育
ま
で
実
現
し
よ
う

と
い
う
、
恐
ら
く
は
世
界
で
初

め
て
の
意
欲
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
の

教
員
が
相
互
に
連
携
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。
幼
稚

園
か
ら
英
語
の
授
業
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
語
学
教
育
を
徹
底

し
て
行
い
ま
す
。

本
学
の
理
念
で
あ
る
「
学
の

実
化
（
が
く
の
じ
つ
げ
）」
す
な

わ
ち
理
論
と
実
際
と
の
調
和
を

旨
と
す
る
、
実
学
教
育
に
力
点

を
置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。当

然
の
こ
と
、
既
存
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
つ
い
て
も
、
改
革
の

必
要
性
を
充
分
に
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
戦
略
体

制
を
も
と
に
、
学
生
と
そ
の
保

護
者
の
要
望
、
卒
業
生
の
意

見
、
社
会
か
ら
の
要
請
を
充
分

に
吸
収
し
て
、
全
学
が
一
体
と

な
っ
て
努
力
し
、
目
に
見
え
て

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
改
革
を
実
現
し
て
い
き

ま
す
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
が
自
己

実
現
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
成

長
し
て
い
く
よ
う
に
、
関
西
大

学
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
展
し

続
け
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
卒
業
す
る
と

き
、「
こ
の
四
年
間
で
自
分
た
ち

も
見
違
え
る
ほ
ど
成
長
し
た
け

れ
ど
、
大
学
も
変
わ
っ
た
な
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
は

も
ち
ろ
ん
学
生
の
み
な
さ
ん
で

す
。「

関
大
を
卒
業
し
て
よ
か
っ

た
」
と
、
心
か
ら
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、「
あ
ら
ゆ
る
面

で
、
強
い
関
大
」
の
実
現
に
向

か
っ
て
邁
進
い
た
し
ま
す
。

こ
の
体
制
は
、
私
立
学
校
法

の
五
十
年
ぶ
り
の
大
幅
改
正
を

受
け
、
理
事
会
と
理
事
長
の
権

限
・
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
経
営
と
教
学
が
一
体
と

な
り
、
理
事
会
・
教
員
組
織
・

事
務
組
織
の
三
者
が
十
分
な
意

思
疎
通
を
図
り
、
理
事
会
の
経

営
方
針
と
教
職
員
個
々
人
の
経

営
意
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
法
人
の
中
長

期
構
想
を
日
常
的
に
審
議
し
策

定
す
る
全
学
体
制
を
構
築
す
る

も
の
で
す
。

概
念
図
に
示
す
よ
う
に
、
関

西
大
学
戦
略
会
議
、
基
本
構
想

推
進
会
議
お
よ
び
経
営
審
議
会

が
柱
と
な
り
ま
す
。

�
基
本
構
想
推
進
会
議
は
、

最
高
執
行
責
任
者
で
あ
る
理
事

長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
学
園

の
基
本
構
想
を
策
定
し
、
理
事

長
に
答
申
し
ま
す
。
理
事
長

は
、
基
本
構
想
推
進
会
議
の
答

申
を
受
け
て
、
理
事
会
へ
基
本

構
想
を
上
程
し
ま
す
。
理
事
会

が
そ
れ
を
受
け
て
審
議
の
う

え
、「
基
本
構
想
に
基
づ
く
中
長

期
的
な
総
合
事
業
構
想
の
計

画
」
に
つ
い
て
、
関
西
大
学
戦

略
会
議
に
諮
問
し
ま
す
。

�
関
西
大
学
戦
略
会
議
は
、

最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
理

事
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
高

邁
な
理
念
に
基
づ
き
、
か
つ
、

着
実
な
財
政
的
展
望
に
裏
付
け

ら
れ
た
中
長
期
的
な
将
来
構
想

を
立
案
・
計
画
・
審
議
・
決
定

す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま

す
。�

経
営
審
議
会
は
、
理
事
長

の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ

れ
、
外
部
の
有
識
者
の
参
画
を

広
く
求
め
、
経
営
に
そ
の
知
見

を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
法
人

の
運
営
に
対
し
て
学
外
の
意
見

を
積
極
的
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

こ
の
体
制
が
実
現
し
た
こ
と

に
よ
り
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

の
迅
速
性
、
透
明
性
が
確
保
さ

れ
、
社
会
に
対
す
る
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

高
度
情
報
通
信
社
会
の
急

激
な
進
展
に
よ
り
、
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
個
人
情
報
が

大
量
か
つ
迅
速
に
処
理
さ
れ

る
時
代
と
な
り
、
そ
れ
と
と

も
に
個
人
情
報
の
保
護
が
社

会
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

学
校
法
人
関
西
大
学
お
よ

び
法
人
が
設
置
す
る
学
校（
以

下
「
本
学
」
と
い
う
）
で

は
、
以
下
の
個
人
情
報
保
護

方
針
の
も
と
に
、
情
報
化
社

会
に
お
け
る
教
育
機
関
と
し

て
の
責
務
を
果
た
し
ま
す
。

�
個
人
情
報
保
護
方
針
�

１
基
本
方
針

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か

ら
、
個
人
情
報
の
適
切
な
利

用
と
保
護
は
極
め
て
重
要
で

す
。
よ
っ
て
、
本
学
の
業
務

に
従
事
す
る
す
べ
て
の
者

は
、
各
種
法
令
お
よ
び
関
西

大
学
個
人
情
報
保
護
規
程（
以

下
「
規
程
」
と
い
う
）
を
遵

守
し
、
個
人
情
報
を
正
確
か

つ
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
に

よ
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を

保
護
し
、
社
会
の
信
頼
に
応

え
ま
す
。

２
活
動
方
針

基
本
方
針
を
具
体
化
す
る

た
め
に
、
以
下
の
活
動
を
行

い
ま
す
。

▼
個
人
情
報
の
収
集
、
管

理
、
利
用
お
よ
び
提
供
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
目
的
を
明

ら
か
に
し
、
使
用
範
囲
を
目

的
内
に
限
定
し
、
安
全
か
つ

適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
個
人
情
報
へ
の
不
正
ア
ク

セ
ス
、
個
人
情
報
の
紛
失
、

破
壊
、
改
ざ
ん
お
よ
び
漏
え

い
な
ど
の
予
防
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
そ
の
リ
ス
ク

に
対
し
て
は
速
や
か
に
是
正

措
置
を
講
じ
ま
す
。

▼
本
学
は
個
人
情
報
保
護
委

員
会
と
個
人
情
報
保
護
管
理

者
を
置
き
、
適
正
な
個
人
情

報
の
運
用
管
理
体
制
の
下

で
、業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
本
学
の
業
務
に
従
事
す
る

す
べ
て
の
者
は
、
個
人
情
報

に
関
す
る
法
令
お
よ
び
そ
の

他
の
規
範
を
遵
守
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
責
務
の
重
要
性

を
認
識
し
、
具
体
的
な
保
護

措
置
を
習
熟
す
る
た
め
、
必

要
な
教
育
お
よ
び
研
修
を
行

い
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
窓
口
�

在
学
生
�
学
事
課

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
１
１
１

卒
業
生
�
校
友
会
事
務
局

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
０
４
５

関関西西大大学学中中長長期期戦戦略略体体制制をを構構築築

本学の個人情報保護への
取り組み

新新

体体

制制

のの

概概

要要

理事長

森本靖一郎

夢夢
とと
希希
望望
のの

ユユ
ニニ
ババ
ーー
スス（（
宇宇
宙宙
））

中中
長長
期期
戦戦
略略
構構
想想
策策
定定

体体
制制
をを
新新
たた
にに
発発
足足

学学
生生
とと
共共
にに

成成
長長
しし
続続
けけ
るる
大大
学学

（２）平成１７年（２００５年）４月１日第 ３２５ 号
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新
任
教
員
紹
介

新
任
教
員
紹
介

新
任
教
員
紹
介

新刊の新刊の�新刊の�

法
学
部

教
授

笹
本

幸
祐

平
成
七
年

本
学
大
学
院

法
学
研
究
科

博
士
課
程
後

期
課
程
単
位
修
得
後
退
学
。福
岡

大
学
、
西
南
学
院
大
学
を
経

て
、
本
学
に
着
任
。専
攻
は
商
法

学
。保
険
法
を
中
心
に
研
究
を
進

め
て
い
る
。

専
任
講
師

永
田

憲
史

平
成
十
七

年
京
都
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

課
程
を
終
え
、
本
学
に
着
任
。

専
攻
は
刑
事
学
。
刑
罰
理
論
に

関
す
る
造
詣
が
深
く
、
犯
罪
者

処
遇
の
医
療
的
側
面
に
も
守
備

範
囲
を
広
げ
る
予
定
。

文
学
部

教
授

竹
内

洋

京
都
大
学

大
学
院
博
士

課
程
退
学

後
、
本
学
社

会
学
部
に
着
任
。
そ
の
後
京
都

大
学
に
移
り
、
本
学
に
再
来

任
。
専
攻
は
教
育
社
会
学
。
教

育
学
博
士
。
著
書
に
は
『
日
本

の
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
』
な
ど
多

数
。
京
都
大
学
名
誉
教
授
。

助
教
授

若
林

雅
哉

京
都
大
学

大
学
院
修

了
。博
士（
文

学
）。京
都
工

芸
繊
維
大
学
講
師
か
ら
本
学
文

学
部
へ
。
専
門
は
美
学
、
芸
術

学
、
演
劇
学
。
作
品
概
念
や
翻

案
の
問
題
を
中
心
に
、
演
劇
の

理
論
や
実
践
に
つ
い
て
幅
広
く

研
究
。

助
教
授

森
部

豊

愛
知
県
出

身
。
筑
波
大

学
大
学
院
修

了
。
筑
波
大

学
博
士
（
文
学
）。
筑
波
大
学
助

手
等
を
経
て
着
任
。
専
攻
は
東

洋
史
学
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
。

中
国
唐
代
か
ら
五
代
に
興
起
し

た
ソ
グ
ド
人
等
の
活
動
を
研

究
。

専
任
講
師

菅
原

慶
乃

昭
和
四
十

九
年
北
海
道

生
ま
れ
。
大

阪
大
学
大
学

院
言
語
文
化
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
博
士
（
言
語
文
化

学
）。
専
門
は
東
ア
ジ
ア
中
華
圏

の
映
像
文
化
。
北
京
電
影
学
院

に
留
学
二
年
。
趣
味
は
カ
メ
ラ

と
温
泉
巡
り
。

経
済
学
部

助
教
授

古
賀

款
久

東
京
大
学

経
済
学
部
卒

業
。
一
橋
大

学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
文
部
科
学
省
・
科
学

技
術
政
策
研
究
所
研
究
員
を
経

て
本
学
に
着
任
。
専
攻
は
中
小

企
業
論
、
産
業
組
織
論
。

商
学
部

教
授

中
邑

光
男

神
戸
市
外

国
語
大
学
大

学
院
修
了
。

レ
ン
ス
ラ
ー

工
科
大
学
大
学
院
修
了
。
専
門

は
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
、
英
語
表

現
。
著
書
は
『
基
礎
か
ら
学
ぶ

英
語
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
』
『
ジ
ー
ニ
ア
ス
和
英
辞

典
』
等
。

専
任
講
師

田
村
香
月
子

平
成
十
五

年
大
阪
市
立

大
学
大
学
院

経
営
学
研
究

科
博
士
課
程
を
終
え
本
学
に
着

任
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
格
付

の
発
展
を
テ
ー
マ
に
論
文
等
数

編
を
発
表
し
、
経
営
学
博
士
号

取
得
。
専
攻
は
証
券
市
場
論
。

工
学
部

教
授

石
垣

泰
輔

昭
和
五
十

二
年
京
都
大

学
大
学
院
工

学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
。
博
士
（
工

学
）。
京
都
大
学
か
ら
本
学
へ
着

任
。
専
門
は
、
防
災
水
工
学
、

河
川
環
境
学
な
ど
「
安
全
・
安

心
の
た
め
の
河
川
防
災
と
環
境

保
全
」。

教
授

岡
田

芳
樹

京
都
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
博
士

課
程
を
経

て
、
昭
和
六
十
二
年
よ
り
理
化

学
研
究
所
に
勤
務
。
専
門
は
ナ

ノ
粒
子
工
学
で
、
ナ
ノ
粒
子
の

合
成
、
計
測
、
物
性
制
御
な

ど
。
東
京
大
学
等
で
の
教
育
歴

も
豊
富
。

教
授

新
宮
原
正
三

昭
和
五
十

五
年
東
大
卒

業
後
、
東
工

大
応
用
物
理

学
専
攻
を
修
了
、
理
学
博
士
。

東
芝
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
研
究
所
に
入

社
。
そ
の
後
広
島
大
学
工
学
部

助
教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
門
は
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
お
よ
び
バ
イ

オ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
技
術
。

教
授

山
本

幹

昭
和
六
十

三
年
大
阪
大

学
大
学
院
工

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
。
工
学
博

士
。
大
阪
大
学
助
手
、
助
教
授

を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は

情
報
通
信
工
学
。
次
世
代
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
研
究
に
従
事
。

助
教
授

鶴
田

浩
章

平
成
五
年

九
州
大
学
大

学
院
工
学
研

究
科
修
士
課

程
修
了
。
九
州
大
学
博
士
（
工

学
）。
九
州
大
学
助
教
授
か
ら
本

学
へ
着
任
。
専
門
は
建
設
材
料

学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
。
何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺

盛
。

助
教
授

淺
川

誠

平
成
二
年

本
学
工
学
部

卒
業
。
平
成

七
年
大
阪
大

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修

了
。
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研

究
科
助
手
、
大
阪
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
客
員
助
教
授
・
助

教
授
を
経
て
、
本
学
に
着
任
。

専
任
講
師

春
名

匠

大
阪
大
学

工
学
部
冶
金

工
学
科
卒

業
。
同
大
学

院
博
士
前
期
課
程
（
金
属
材
料

工
学
専
攻
）
・
後
期
課
程
（
冶

金
工
学
）
課
程
修
了
。
大
阪
大

学
助
手
よ
り
着
任
。
博
士
（
工

学
）
。
専
門
は
材
料
界
面
工

学
。

専
任
講
師

板
野

智
昭

大
阪
府
出

身
。
京
都
大

学
大
学
院
理

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
。
航
空
宇
宙

工
学
科
助
手
を
経
て
、
本
学
に

着
任
。
理
学
博
士
。
専
門
は
流

体
物
理
学
。
趣
味
は
旅
。

助
手

原
田
美
由
紀

大
阪
生
ま

れ
。
平
成
十

七
年
三
月
本

学
大
学
院
工

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
工
学
）。
専
門
は
高

分
子
材
料
物
性
。
著
書
、『
総
説

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
』（
分
担
執

筆
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
技
術
協
会

編
）。外

国
語
教
育

研
究
機
構

教
授

玄

幸
子

大
阪
府
出

身
。
昭
和
五

十
七
年
大
阪

市
立
大
学
文

学
部
卒
。
昭
和
六
十
三
年
奈
良

女
子
大
学
大
学
院
（
博
士
課

程
）
満
期
退
学
。
新
潟
大
学
人

文
学
部
助
教
授
を
経
て
本
学
に

着
任
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
中
国

語
口
語
の
通
時
的
研
究
。

助
教
授

高

明
均

韓
国
外
国

語
大
学
大
学

院
博
士
課
程

修
了
。
専
攻

は
朝
鮮
語
学
で
、
学
位
論
文
は

「
十
七
世
紀
国
語
対
立
語
研

究
」。
国
際
教
育
振
興
院
（
ソ
ウ

ル
）
で
在
外
韓
国
人
に
対
す
る

朝
鮮
語
教
育
に
従
事
し
て
き

た
。

専
任
講
師

柏
木
貴
久
子

昭
和
六
十

三
年
立
教
大

学
文
学
部

卒
。
そ
の
後

ド
イ
ツ
政
府
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
奨

学
生
と
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

で
、
文
学
・
民
俗
学
等
の
研
究

を
行
い
平
成
十
四
年
Ｔ
ｈ
�
マ

ン
の
作
品
に
於
け
る
食
文
化
行

動
の
テ
ー
マ
で
博
士
号
取
得
。

法
科
大
学
院

助
教
授

占
部

洋
之

神
戸
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

課
程
を
経

て
、
平
成
八
年
よ
り
大
阪
学
院

大
学
法
学
部
に
奉
職
。
専
門
は

民
法
で
、
主
と
し
て
債
権
担
保

法
制
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
と
日

本
と
の
比
較
研
究
を
行
っ
て
い

る
。

先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
長

大
場

謙
吉

大
場
教
授
が
、
引
き
続
き
先

端
科
学
技
術
推
進
機
構
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成

十
三
年
度
に
旧
工
業
技
術
研
究

所
の
所
長
に
就
任
し
て
以
来
、

研
究
組
織
の
改
組
改
編
を
次
々

と
実
行
に
移
し
、
ハ
イ
テ
ク
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
、

産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
医
工
薬
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

を
擁
す
る
先
端
科
学
技
術
推
進

機
構
を
作
り
上
げ
た
。

ま
た
、
研
究
成
果
を
知
的
財

産
化
し
社
会
に
還
元
し
て
い
く

知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
の
実
現
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
が
、
本
年
四
月
に

設
置
さ
れ
た
産
学
官
連
携
・
知

財
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
を
傘
下
に
置
く
社
会

連
携
推
進
本
部
の
設
立
に
つ
な

が
り
、
そ
の
改
革
を
推
し
進
め

た
中
心
人
物
が
大
場
教
授
で
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
バ
イ
オ
メ

カ
ニ
ク
ス
の
第
一
人
者
の
み
な

ら
ず
、
優
れ
た
洞
察
力
と
行
動

力
を
併
せ
持
っ
た
教
授
は
、
本

学
の
科
学
技
術
研
究
戦
略
に
対

し
て
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。三

期
目
と
な
る
今
期
の
更
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

橋
本
教
授
は
、
広
範
な
人
文

地
理
学
の
な
か
で
も
特
に
村
落

の
社
会
地
理
学
的
な
研
究
と
地

誌
学
を
専
門
と
す
る
。
日
本
各

地
の
農
山
村
に
関
す
る
精
緻
な

現
地
調
査
と
分
析
を
す
る
一
方

で
、
南
ア
ジ
ア
地
域
や
太
平
洋

諸
地
域
に
も
研
究
領
域
を
拡
大

し
て
き
た
。
メ
ラ
ネ
シ
ア
諸
地

域
を
対
象
と
し
た
村
落
社
会
の

社
会
・
経
済
構
造
の
多
面
的
な

調
査
研
究
、
日
本
の
南
西
諸
島

と
台
湾
や
ハ
ワ
イ
諸
島
な
ど
に

視
座
を
広
げ
た
比
較
農
耕
文
化

論
研
究
な
ど
は
、
内
外
の
地
理

学
分
野
の
み
な
ら
ず
文
化
人
類

学
な
ど
の
隣
接
分
野
か
ら
も
き

わ
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。ま

た
本
学
と
ハ
ワ
イ
大
学
と

の
共
同
研
究
チ
ー
ム
を
組
織
し

て
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
現

代
社
会
と
環
境
・
開
発
・
文
化

に
関
す
る
総
合
的
研
究
の
集
大

成
に
も
卓
抜
し
た
指
導
力
を
発

揮
し
た
。
厳
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
に
立
脚
し
た
実
証
的
な
研

究
姿
勢
と
温
厚
篤
実
な
人
柄
が

あ
い
ま
っ
て
、
東
西
学
術
研
究

所
は
一
層
の
充
実
と
発
展
の
た

め
の
コ
ン
パ
ス
を
得
た
こ
と
に

な
る
。

東
西
学
術
研
究
所
長

橋
本

征
治

憲
法
学
の
視
点
か
ら
議
会
政

研
究
を
進
め
、
日
米
英
独
の
比

較
憲
法
的
研
究
で
あ
る
『
国
政

調
査
権
の
研
究
』（
法
律
文
化

社
、
平
成
二
年
）
に
よ
り
学
位

を
取
得
。『
イ
ン
ド
憲
法
』（
関

西
大
学
出
版
部
、
平
成
四
年
）

以
降
は
、
非
西
欧
に
お
け
る
立

憲
主
義
と
い
う
問
題
系
に
精
力

的
に
取
り
組
む
。「
ア
ジ
ア
法
学

会
」
の
設
立
（
平
成
十
五
年
）

に
尽
力
し
、
理
事
を
務
め
る
と

と
も
に
、
科
学
研
究
費
補
助
金

を
受
け
た
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
法
的
地
位
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」
の
研
究
代
表

者
で
あ
り
、
そ
の
眼
差
し
は
ア

ジ
ア
に
向
か
う
。
厳
し
く
筋
を

通
す
が
、
細
や
か
な
配
慮
を
忘

れ
な
い
人
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
四
月
に
法
学
研

究
所
長
に
就
任
し
た
が
、
法
学

部
長
に
選
出
さ
れ
、
や
む
な
く

半
年
で
辞
任
。
だ
が
、
こ
の
短

い
任
期
中
に
も
、
東
西
学
術
研

究
所
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
講

座「
東
西
の
出
会
い
、緊
張
、
そ

し
て
融
合
―
イ
ス
ラ
ー
ム
の『
平

和
』
と
イ
ラ
ク
―
」
な
ど
時
宜

を
得
た
企
画
を
準
備
し
た
。
こ

こ
に
二
か
年
の
任
期
を
得
て
、

か
ね
て
よ
り
温
め
て
い
た
構
想

を
着
実
に
実
現
に
移
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

法
学
研
究
所
長

孝
忠

延
夫

大
学
人
事

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り

昇
任
の
発
令
が
あ
っ
た
。

▼
法
学
部
▲

助
教
授

伊
室
亜
希
子

▼
文
学
部
▲

教
授

二
階
堂
善
弘

〃

藤
田

�
夫

助
教
授

森

貴
史

〃

山
ノ
内
裕
子

▼
経
済
学
部
▲

教
授

谷
田

則
幸

〃

李

英

和

助
教
授

清
水

崇

▼
社
会
学
部
▲

助
教
授

橋
本

理

〃

山
口

誠

▼
総
合
情
報
学
部
▲

助
教
授

谷
本

奈
穂

▼
工
学
部
▲

教
授

石
川

正
司

〃

坂
野

昌
弘

〃

田
村

裕

〃

棟
安

実
治

〃

村
中

徳
明

助
教
授

泉
井

力

〃

木
下

光

〃

齋
藤

賢
一

〃

下
家

浩
二

専
任
講
師

原

直
也

〃

牧
平

憲
治

〃

村
山

憲
弘

〃

矢
野

将
文

▼
外
国
語
機
構
▲

教
授

高
橋

秀
彰

助
教
授

鼓

宗

新
任
職
員

企
画
調
査
課

木
村
真
理
子

広
報
課

浦
上

祐
希

秘
書
課

�
見

淳
子

人
事
課

原

一
代

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
事
務
室

熊
澤

佳
織

財
務
課

津
村

武
宏

高
中
幼
事
務
室

稲
田
有
紀
子

商
学
部
事
務
室

越
智
慎
之
助

工
学
部
事
務
室

佐
地
菜
保
美

〃

渡
辺

昭
江

総
合
情
報
学
部
事
務
室

川
窪

良

学
生
生
活
課

松
田

武
晃

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室

土
井

康
順

学
術
資
料
課

新
谷
大
二
郎

社
会
学
部
教
授

齊
藤
了
文
ほ

か
編

『
工
学
倫
理
の
諸
相

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
知
的
・
倫
理
的

問
題
』

（
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日

・
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
・
定
価
二

千
六
百
二
十
五
円
�
税
込

�
）

バイオメカニクスの第一人者

広い視座をコンパスに

アジアに向かう眼差し

新役職者紹介

平成１７年（２００５年）４月１日第 ３２５ 号（３）



問 い 合 わ せ

1内線 4448
外線 06-6368-1172

http://www.ipcku.kansai-u.ac.jp/
(携帯URLも同じです)

この画像はQR(Quick Response)コードです。バーコードリーダー(QRコード)対
応のカメラ付携帯電話で画像を読み取ることでURLを文字入力せずに直接携帯サイ
トにアクセスできます。

(QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。)

ITセンター（円神館）２階 シス
テム管理課まで問い合わせてく
ださい。

ITセンター４階（オープンPCコーナー：パソコン116台、プリンタ10台、デジタルメディアPCコ
ーナー：パソコン６台、プリンタ２台)、サテライトステーション（パソコン139台、プリンタ10台）、
および各学舎（第１～第４ステーション：パソコン計250台、プリンタ計24台）で利用できます
(IT_mapを参照)。すべてデスクトップ型のパソコンです。
◆代表的なパソコンの仕様（設置場所により異なります）
OS：Windows XP Professional Edition CPU：Pentium4/1.7GHz～2.8GHｚ メモリ：256MB～512MB
CD-ROMドライブ、3.5インチFDドライブ、MOドライブ（640MB～1.3GB）
USB端子付ですので、USBメモリも利用できます。
※ ITセンター４階の「持込PC用カウンター」では持参したノートパソコンを接続してネットワーク
にアクセスできます。

※スピーカーは付属していません。音声を聞くにはイヤホン、ヘッドホンを持参してください。

�平成17年度　ITセンター講習日程�
講習名� 開催日・時限� �開催場所� 定員� 講習概要�

パソコン初心者コース�

①４月　７日(木)２限�
②４月１２日(火)３限�
③４月１８日(月)４限�
④４月２７日(水)２限�
⑤５月１１日(水)３限�
⑥５月１７日(火)４限�
⑦５月２６日(木)２限�
⑧６月　１日(水)３限�
⑨９月２８日(水)４限�

サテライトステーション2�
�（誠之館2号館）� 30人�

パソコン基本コース�

①４月　８日(金)２限�
②４月１３日(水)３限�
③４月１９日(火)４限�
④４月２８日(木)２限�
⑤５月１２日(木)３限�
⑥５月１８日(水)４限�
⑦５月２７日(金)２限�
⑧６月　２日(木)３限�
⑨９月２９日(木)４限�

�サテライトステーション2�
�（誠之館2号館）� �30人�

パソコン活用コース�

①４月２０日(水)４限�
②５月１３日(金)２限�
③５月１９日(木)３限�
④５月３０日(月)４限�
⑤６月　３日(金)２限�
⑥６月　７日(火)３限�
⑦９月３０日(金)４限�

サテライトステーション2�
�（誠之館2号館）� 30人�

初めてパソコンを利用する人が対象です。パソコン操作
の基本や情報リテラシ、ネチケット、パスワードなどに
ついて解説・実習をします。講習の後半では電子メール
の使用、学外ホームページを閲覧するために必要な「電
子メール・学外Web利用申請」について申請手順の説明
後、各自で利用申請をすることになります。�

「電子メール・学外Web 利用申請」で利用申請済みの人が
対象です。Webブラウザ（Internet Explorer）の閲覧、電子メ
ール（Active! mail）の送受信などの基本操作について解説・
実習します。�

初心者コース、基本コース受講済みの人や基本的なパソコ
ン操作のできる人が対象です。Webブラウザ（Internet 
Explorer）や電子メール（Active! mail）などをもっと有効に
利用する方法など、必ず役立つパソコン活用法を紹介しま
す。�

新入生には入学と同時に個別の「利用者ID」が付与されます。「利用者ID」は卒業するまで有効です。利用者IDとともに「初期パスワ
ード」も付与されますが、初期パスワードは最初にパソコンにログオンするためだけのものという認識で使用します。ログオン後は自
分にしかわからないパスワードに必ず変更してください。電子メールや学外ホームページを利用する場合、パスワードの有効期間は登
録・変更後90日間です。
※利用者IDは「在籍確認票」の"ITセンター利用者ID"欄に記載されています。
※初期パスワードはランダムな英数字８文字です。「パスワード通知書」でお知らせします。

Word（文書作成）、Excel（表計算）、PowerPoint（プレゼンテーション）、Access（データベース）、ホームページビルダー（ホーム
ページ作成）、Internet Explorer(Webブラウザ)、SPSS（統計解析）、Active! mail(電子メール)などのソフトウェアがインストールされ
ています。レポート作成、自学自習、情報検索などの用途で利用できます。
※インストールされているソフトウェアの構成は設置場所により異なります。

ネットワークのスピードは、１Gbpsから100Mbps(無線は54Mbps)です。この速度は、ADSL(電話線利用)より高速な光ケーブル接
続(ベストエフォート型100Mbps)と同等の速度です。この高速ネットワークを学内では教育・研究目的で利用することができます。

関西大学のネットワークは千里山キャンパス～高槻キャンパス間を１Gbpsで、各キャンパス内を100Mbps～１Gbps
で結んでいます。大学外とは「スーパーSINET」と１Gbpsで接続しているほか、複数の商用プロバイダとも接続してお
り、ファイアウォールも導入しています。高速かつ信頼性、安全性の高いネットワークシステムを構築しています。

ITセンターには、さまざまなサーバが設置されています。電子メール用サーバ、ホームページ用サーバのほか、履修登
録、シラバス、授業支援、就職支援システムなどのサーバがあります。
また、特に研究用として、複数のCPUを同時（並列)に使用して複雑な計算を高速に行うことができるスカラー並列計

算機を設置しています。

関西大学から学生への各種お知らせをはじめ、シラバス検索・
履修届・成績発表など、学生生活を送る上で必要な各種サービス
を利用するためのポータルサイトです。学内はもちろん自宅から
も利用できます。このシステムを利用するときにもITセンターの
利用者ＩＤとパスワードを使用します。

大学で使える電子メールは「Active! mail」というWebブラウザ上で動くWebメールです。Webメールは、インターネ
ットに繋がっているパソコンがあれば自宅からでも、あるいは海外からでもWebブラウザを通していつでも、どこでも自
由にメールの送受信をすることができます。
※電子メールの使用、学外ホームページの閲覧には「電子メール・学外Web利用申請」が必要です。学内のパソコンから
利用者IDと初期パスワードでログオンし、ITセンターホームページのWeb上で申請できます。なお、申請には情報リテ
ラシに関する簡単なテストが含まれます。

ITセンターでは利用者サービスの一環としてITセンター４階オープンPCコーナーとサテライトス
テーションの「パソコン空席情報」をホームページや携帯電話からリアルタイムでチェックでき
るようにしています。ITセンターでパソコンを使おうと思い立ったらまず携帯電話で空席の状況を確
認してみてください。またオープン日時については当月と来月まで確認できます。
※携帯URL → http://www.ipcku.kansai-u.ac.jp/Calendar/Vacancy/ [i-mode、Vodafone live!、EZweb に対応]

ITセンターではパソコン利用に関して下表のような講習を開催します。自分のレベルにあった講習を受講してパソコン
の利用に役立ててください。
下表の講習の他にもネットワークやサーバに関する講習、マルチメディア関連の講習も開催しています。詳しくはITセ

ンターホームページを参照してください。
※ ITセンターのパソコンは全学の構成員が共同で利用するためのものです。自宅などで使用するパソコンとは使い方が
異なる部分があります。講習ではそのような点についても説明します。

※ 複数回開催する講習の内容は、すべて同一のものです。都合のよい日時を申し込んでください。
※ 講習の受講は任意です。受講申し込みはITセンター２階システム管理課で受け付けています。

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。本学にはITセン
ターが運用するパソコン約500台のほか、各学部が独自に運用する
パソコン教室のパソコン、図書館の蔵書検索用やキャリアセンタ
ーの就職情報検索用パソコンなど学内各所に約7000台のパソコン
が設置されています。
これらのパソコンを存分に活用し、勉強はもちろん、興味のあ

ることについてより深く、より広く知識を吸収して充実した大学
生活を送ってほしいとの熱い思いをこめて、この特集記事を企画
しました。 （ITセンター）

無線LANは使える？

パソコンを利用していると、使い方などいろいろ疑問がでてくるものです。特に初心者は、
何から何までわからないことも少なくないでしょう。そんな疑問に答えられるように、ＩＴ
センターでは利用相談員がいつでも待機しています。利用相談員は、本学の在学生の中から
実技審査と面接によって選ばれた優秀なスタッフです。みなさんの先輩ですから気軽に質問
してください。 利用相談員 の腕章が目印です。どんな世界でもよく知っている人に聞いた
方がわかりやすいものです。本などでは知ることのできないようなことを、分かりやすく教
えてくれるかもしれません。
また、ITセンターホームページではWord、Excel、PowerPointなどのソフトウェア「解説

ビデオ」やITセンター開催の「講習ビデオ」などをストリーミングサーバで配信している
ので、パソコンを操作しながら好きな時に視聴して、操作方法を学習することができます。
※ URL→ http://www.ipcku.kansai-u.ac.jp/DigitalLibrary/ （学内からのみアクセスできます）

ITセンターではパソコンの管理・運用のほかに次のような業務を行っています。

どこにあるの？ どんなパソコン？

利用者IDとパスワード?

どんなソフトが使える？

Webメールだから、どこでもメール！

席は空いてる？

新入生向けのパソコン講習は？

千里山キャンパス各所に無線LANのアクセスポイントを設置しています。自分のノートパソコンで電子メール利用やインターネ
ットの閲覧もできます（IT_mapを参照）。
高槻キャンパスではE棟（教室棟）地下1階コミュニティルームで利用できます。
※ 無線LAN利用について URL→ http://www.ipcku.kansai-u.ac.jp/Campus/Network/Edu-lan/wireless.pdf

ネットワークのスピードは？

パソコン操作でわからないときは？

「スーパーSINET」は、文部科学省国立情報学研究所が運営する10Gbpsの光通信技術を用いた研究用インターネット
です。先端的学術研究の中心的な研究機関（全国で30機関、うち私立４大学）が超高速ネットワークで接続されていま
す。
関西大学は、「スーパーSINET」の私立４大学の接続拠点の一つに選定されています。これにより、分散型共同研究や

大容量データの共用・活用等が可能になり、本学での先端的学術研究の更なる推進が図られ、わが国の先端的学術研究に
も大いに貢献することとなりました。

関西大学では、国内だけでなく海外の大学や研究所などと接続し、遠隔授業を実施しています。
そのための設備として、通信衛星を利用したスペース・コラボレーション・システム（双方向通
信システム)をはじめ、電話回線やインターネットを使ったビデオ会議システムを整備し、遠隔授
業のサポートを行っています。

尚文館(大学院棟)１階には、ITセンターが管理・運用する教員と大学院学生のためのマルチメディア施設として、
マルチメディア編集室(各種ビデオ編集システム、録音ブースなど）、マルチメディアスタジオ室(ビデオ撮影システ
ム)、撮影機材(DVビデオカメラ、デジタルカメラなど)、マルチメディアＡＶブース（マルチメディアパソコンのオ
ープン利用）などの設備が整備されていて、授業や研究のためのマルチメディア教材の作成に活用されています。
また、マルチメディアAV大教室にはマルチメディア機器が充実して、各種の講演会やシンポジウムなどに活用され
ています。

新入生ならきっと気になるパソコンの「？」に答えます

Information
Technology
Center

尚文館１階マルチメディア施設

遠隔授業システム

インフォメーションシステム

スーパーSINET（サイネット）

サーバシステム

ネットワークシステム

（４）平成１７年（２００５年）４月１日第 ３２５ 号（５）
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サポーターとして応援に行こうサポーターとして応援に行こう�サポーターとして応援に行こう�

スタンドで声援をおくろう�スタンドで声援をおくろう�

人権問題の�
冊子を�
配布�

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
期

待
と
不
安
を
胸
に
大
学
生
活
初

日
を
迎
え
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
中
に
は
「
大

学
生
活
っ
て
ど
ん
な
感
じ
か

な
？

ど
ん
な
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
が
あ
る
の
か
な
？

留
学

に
興
味
あ
る
け

ど
ど
う
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ

う
？

就
職
活

動
っ
て
ど
の
よ

う
に
す
る
の
だ

ろ
う
？
」
な

ど
、
い
ろ
い
ろ

な
疑
問
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

本
学
で
は
、

み
な
さ
ん
の
そ

の
よ
う
な
疑
問

に
応
え
、
ス
ム

ー
ズ
な
大
学
生

活
の
ス
タ
ー
ト

を
応
援
す
る
た

め
に
、
学
生
生

活
の
先
駆
者
で

も
あ
る
先
輩
た
ち
の
体
験
談
を

中
心
に
紹
介
す
る
、
新
入
生
歓

迎
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
略
し
て
�
パ

ワ
ｋ
ａ
ｎ
�

�
を
四
月
二

日
、
四
日
、
五
日
に
開
催
し
ま

す
。二

日
の
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
関
大
生
に
な
っ
た
こ
と
を
実

感
で
き
る
ア
メ
フ
ト
交
流
試
合

が
あ
り
、
ま
た
五
日
の
尚
文
館

前
広
場
で
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
で
世
界
を
め
ざ
す
新
入
生

の
織
田
信
成
さ
ん
の
公
開
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
あ
る
な
ど
、
見
ど

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
生
に
な
る
と
お

酒
と
接
す
る
機
会
も
増
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に

自
分
の
お
酒
の
適
性
量
と
お
酒

に
対
す
る
体
質
を
知
っ
て
も
ら

う
手
が
か
り
と
な
る
�
ア
ル
コ

ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
�
を
実
施

し
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ

テ
ス
ト
は
絆
創
膏
を
腕
に
五
〜

十
分
程
度
貼
る
だ
け
の
簡
単
な

も
の
で
す
。

新
し
い
環
境
に
一
日
も
早
く

う
ち
と
け
、
楽
し
く
充
実
し
た

大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ま
わ
り
の
友
達
に
も

声
を
か
け
て
、
ぜ
ひ
と
も
み
ん

な
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
生
活
を
有
意
義
に
、
そ

し
て
楽
し
い
も
の
に
す
る
の
は

あ
な
た
自
身
で
す
。

快
適
生
活

ミ
ニ
講
座
も
開
催

四
月
五
日
（
火
）「
留
学
し
よ

う
�
」
終
了
後
、
第
２
学
舎
Ｂ

Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
に
お
い
て
、「
大

学
生
活
を
快
適
な
も
の
に
す
る

た
め
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ
講
座

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、「
悪
徳
商
法
に
ひ
っ

か
か
ら
な
い
た
め
に
」、「
食
生

活
の
大
切
さ
」
お
よ
び
「
初
め

て
の
一
人
暮
ら
し
ミ
ニ
講
座
」

等
で
す
。

こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。（

学
生
セ
ン
タ
ー
）

今
日
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

が
私
た
ち
の
日
常
的
な
情
報
源

に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
歴
史
を

遡
れ
ば
、
日
本
の
明
治
期
に
お

い
て「
新
聞
」は
社
会
の
出
来
事

を
伝
え
る
、
ま
さ
に
新
た
に
登

場
し
た
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア

で
あ
っ
た
。ま
た
、二
十
世
紀
の

映
像
時
代
を
迎
え
て
現
在
に
至

る
ま
で
、「
新
聞
紙
」
が
ニ
ュ
ー

ス
報
道
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

今
回
の
春
季
展
示
で
は
、
本

学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す

る
歴
史
的
資
料
、と
く
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
新
聞
紙
を
中
心
に
紹
介

し
、明
治
期
に
お
い
て
新
聞
が
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
広
く
一
般

化
し
て
い
く
過
程
の
一
端
を
確

認
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

日
本
の
新
聞
は
、
江
戸
期
ま

で
は
鎖
国
政
策
の
影
響
も
あ

り
、
欧
米
に
比
べ
る
と
未
発
達

で
あ
っ
た
が
、「
黒
船
来
航
」
が

ひ
と
つ
の
契
機
と
な
り
、
海
外

の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
「
翻
訳

新
聞
」
や
外
国
人
の
経
営
に
よ

る
「
邦
字
新
聞
」
が
発
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

日
本
人
に
よ
る
最
初
の
新
聞

は
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
に

発
刊
さ
れ
た
『
中
外
新
聞
』
や

『
江
湖
新
聞
』
な
ど
で
あ
り
、

今
日
の
新
聞
に
類
似
し
た
最
初

の
日
刊
新
聞
は
明
治
三
（
一
八

七
〇
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
横

浜
毎
日
新
聞
』
で
あ
る
。

明
治
期
の
新
聞
の
特
徴
は
、

ふ
り
仮
名
な
し
の
漢
文
調
の
大

新
聞（
政
論
新
聞
）と
、
ふ
り
仮

名
つ
き
の
平
俗
な
語
り
の
小
新

聞（
大
衆
新
聞
）と
い
う
、
性
格

を
異
に
す
る
二
種
類
の
新
聞
が

存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
欧
米

の
新
聞
で
の
区
分
で
い
え
ば
、

ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト（
高
級
紙
）と

タ
ブ
ロ
イ
ド（
大
衆
紙
）に
近
似

す
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、

明
治
の
一
時
期
に
現
れ
て
消
え

た
「
錦
絵
新
聞
」
は
娯
楽
性
を

備
え
た
ゴ
シ
ッ
プ
中
心
の
ユ
ニ

ー
ク
な
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア

で
あ
り
、
今
日
の
「
写
真
週
刊

誌
」
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、

新
聞
が
社
会
的
に
普
及
し
て
い

く
際
の
過
渡
的
な
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
存
在
し
て
い
た
。

大
阪
発
行
の
小
新
聞
な
ど
を

含
め
、
明
治
期
の
新
聞
の
大
ま

か
な
流
れ
を
紹
介
す
る
本
展

が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
考
え

る
契
機
に
な
り
、
さ
ら
に
図
書

館
の
所
蔵
す
る
歴
史
的
資
料
へ

誘
う
こ
と
に
な
れ
ば
と
思
う
。

（
社
会
学
部
教
授�

岡

至
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
交

換
派
遣
留
学
生
の
募
集
を
年
二

回
実
施
し
て
い
る
（
英
語
お
よ

び
中
国
語
圏
の
大
学
は
年
二
回

応
募
す
る
こ
と
も
可
能
）。
四
月

一
日
か
ら
募
集
開
始
の
春
募
集

の
ほ
か
、認
定
留
学
、夏
期
語
学

セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
説
明
を
次

の
と
お
り
行
う
。

「
春
期

留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

日
時
�
四
月
二
十
七
日
（
水
）

十
二
時
三
十
分
〜
十
四
時
三
十

分場
所
�
尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
（
千
里

山
）、
Ｔ
Ｄ
１０６
教
室
（
高
槻
）
同

時
中
継（

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

今
年
も
恒
例
の
「
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
四
月
十
四
日

（
木
）
〜
三
十
日
（
土
）
ま
で

の
約
二
週
間
、
昼
休
み
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

第
１
部
文
化
会
に
所
属
し
て
い

る
全
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
本

学
の
文
化
芸
術
活
動
の
担
い
手

と
し
て
文
化
会
の
よ
り
一
層
の

結
束
を
図
り
、
文
化
会
内
外
に

そ
の
日
常
の
活
動
成
果
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

総
合
図
書
館
前
の
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
特
別
講

堂
で
の
公
演
、
新
関
西
大
学
会

館
南
棟
一
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
の

展
示
等
、
団
体
ご
と
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
発
表
が
行
わ
れ
ま

す
。

文
化
会
全
体
の
統
一
企
画
と

し
て
は
、
文
化
会
音
楽
系
団
体

の
合
同
演
奏
や
、
伝
統
芸
能
系

ク
ラ
ブ
に
よ
る
和
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
今
年
度
の

新
企
画
と
し
て
『
Ｂ
―

１
（
ぶ
ん

わ
ん
）』
と
い
う
団
体
間
の
対
決

コ
ー
ナ
ー
や
、
ｉ
―
Ｐ
ｏ
ｄ
や

緑
茶
飲
料
が
当
た
る
「
文
化
大

革
命
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

関
西
大
学
第
１
部
文
化
会
総

勢
二
十
七
団
体
が
総
力
を
結
集

し
て
開
催
す
る
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
ま
た
と
な
い
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
誠
之
館
３
号
館
新
館
一
階
文

化
会
本
部
室
）
ま
で
問
い
合
せ

て
く
だ
さ
い
。（

学
生
生
活
課
）

●
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化

推
進
事
業
に
六
件
選
定

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
標

記
事
業
に
お
い
て
、
本
学
が
申

請
し
た
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ

・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
二
件
、

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

二
件
、
社
会
連
携
研
究
推
進
事

業
一
件
、オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ

・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
一
件
の

計
六
件
が
選
定
さ
れ
た
。
五
年

間
の
総
事
業
費
は
約
二
十
六
億

円
で
、
建
物
を
含
め
そ
の
二
分

の
一
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

●
メ
キ
シ
コ
・
モ
レ
ロ
ス
州
立

自
治
大
学
と
の
協
定
を
締
結

メ
キ
シ
コ
の
モ
レ
ロ
ス
州
立

自
治
大
学
と
本
学
の
間
で
、
大

学
院
・
学
部
学
生
交
換
に
関
す

る
協
定
を
締
結
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
学
生
交
換
交
流
の
協
定

校
は
世
界
の
十
九
の
大
学
と
な

り
、
ま
た
、
初
め
て
の
ス
ペ
イ

ン
語
圏
の
大
学
と
の
協
定
と
な

る
。
モ
レ
ロ
ス
州
立
自
治
大
学

は
モ
レ
ロ
ス
州
の
州
都
ク
エ
ル

ナ
バ
カ
市
に
所
在
す
る
総
合
大

学
で
あ
り
、
市
内
に
は
外
国
人

向
け
の
ス
ペ
イ
ン
語
学
校
、
ラ

テ
ン
文
化
研
究
機
関
等
が
多

く
、
世
界
各
地
か
ら
学
生
が
多

く
集
ま
っ
て
い
る
。

●
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
新
規
に
実
施

国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
協
定
校
の
ハ
ワ

イ
大
学
（
カ
ピ
オ
ラ
ニ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
）
と
の
提

携
に
よ
り
、
標
記
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
新
規
に
実
施
す
る
。
実
施
期

間
は
八
月
の
二
週
間
程
度
を
予

定
、
募
集
人
員
は
五
人
、
大
学

院
・
学
部
学
生
を
対
象
と
す
る
。

標
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ウ
ェ
ブ

ス
タ
ー
大
学
に
続
き
二
校
目
。

●
商
学
部
寄
附
講
座
（「
流
通
問

題
特
殊
講
義
（
物
流
の
変

革
）」）
を
開
講

平
成
十
六
年
度
に
引
き
続

き
、
商
学
部
に
お
い
て
専
門
教

育
科
目
と
し
て
平
成
十
七
年
度

春
学
期
に
社
団
法
人
日
本
物
流

団
体
連
合
会
に
よ
る
「
流
通
問

題
特
殊
講
義
（
物
流
の
変

革
）」
を
開
講
す
る
。
講
義
は
社

団
法
人
日
本
物
流
団
体
連
合
会

の
会
員
企
業
・
団
体
の
経
営
ト

ッ
プ
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

●
「
関
西
大
学
社
会
連
携
推
進

本
部
規
程
」
お
よ
び
「
関
西
大

学
産
学
官
連
携
・
知
財
セ
ン
タ

ー
規
程
」
を
制
定

本
学
に
お
け
る
産
学
官
連
携

事
業
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保

護
・
活
用
、
地
域
連
携
活
動
等

の
推
進
を
通
じ
、
一
層
の
社
会

連
携
を
図
り
、
知
の
創
造
拠
点

と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
社
会
連
携
推
進

本
部
の
設
置
に
伴
い
、「
関
西
大

学
社
会
連
携
推
進
本
部
規
程
」

お
よ
び
産
学
官
連
携
・
知
財
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
「
関

西
大
学
産
学
官
連
携
・
知
財
セ

ン
タ
ー
規
程
」
を
制
定
す
る
。

施
行
期
日
は
平
成
十
七
年
四
月

一
日
。

�写真部
学内展
４／１（金）～５（火）
アートギャラリー

�マンドリンクラブ
大阪学生マンドリン連盟合同演奏会
４／３（日）
大阪厚生年金会館

�マスコミュニケーション学研究部
展示会
４／６（水）
アートギャラリー

�落語大学
新入生歓迎公演
４／１６（土） 生協横茶室

�演劇研究部「学園座」
新入生歓迎公演
４／２８（木） 特別講堂

�ユネスコ研究部
こどもカーニバル
５／５（祝） 千里北公園

�ギタークラブ
独重奏演奏会
５／１３（金） 吹田メイシアター

人
間
は
一
人
ひ
と
り
が
異
な

る
個
性
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い

ま
す
。
誰
も
が
自
分
自
身
や
家

族
や
友
人
に
と
っ
て
、
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
で

も
な
お
出
身
・
民
族
・
障
害
・

性
な
ど
を
理
由
と
し
た
差
別
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存
在
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
た

め
の
冊
子
『
共
に
生
き
る
』
を

配
布
し
ま
す
。
読
み
や
す
い
冊

子
に
す
る
た
め
に
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
新
し
く
関
西
大
学
で

学
ぶ
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

（
人
権
問
題
委
員
会
委
員
長

山
内

脩
）

野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
は

今
シ
ー
ズ
ン
絶
好
調
で
、
優

勝
争
い
に
加
わ
る
こ
と
必
至

で
す
。
多
く
の
仲
間
と
誘
い

合
わ
せ
て
応
援
に
行
こ
う
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

４月５日（火）

場所

ソシオAV

めざせトリノ�「織田信成君
（新入生）に聞く」（尚文館前
広場）※雨天の場合、BIG
１００で行います

クラブ・サーク
ルに入ろう（応
援団、放送研究
会編）
◆アルコールパ
ッチテスト

クラブ・サー
クルに入ろう
（学術研究会
編）
やりたいこと
を見つけたい
―インターン
シップって
何？

注１）BIG１００は第２学舎（経済・商学部）BIGホール１００の、またソシオAVは第３学舎（社会学
部）ソシオAV大ホールの略称です。

注２）４月２日（土）の行事は、中央グラウンドで開催しますが、屋外ですので必ず防寒対策を行
ってください。また、先着２０００人に関大特製Vメガホンを配布します。

注３）どのプログラムも入退場は自由です。

BIG１００

やりたいこと
を見つけたい
―インターン
シップって
何？

クラブ・サー
クルに入ろう
（体育会編）

「留学」しよ
う�

時間

１２：００
～

１３：００

１３：３０

１４：００

１４：３０

４月４日（月）

場所

ソシオAV

「留学」しよう�

やりたいこと
を見つけたい
―インターン
シップって
何？

BIG１００
やりたいこと
を見つけたい
―インターン
シップって
何？

クラブ・サー
クルに入ろう
（文化会編）

クラブ・サー
クルに入ろう
（第２部編）
◆アルコール
パッチテスト

時間

１６：００

１６：３０

１７：００

４月２日（土）

場所

中央グランド

関大生を実感し
よう�―学歌を
歌おう
（スポーツデー）
�体育会スポー
ツ行進
�アメフット交
流試合
関大�追手門学
院大学

時間

１５：００

�野球部（関西学生野球六大学春季リーグ戦）�
場所

神戸スカイマーク球場
神戸スカイマーク球場
西京極球場
西京極球場
神戸スカイマーク球場
神戸スカイマーク球場
甲子園球場
甲子園球場
南港中央球場
南港中央球場

対戦
近畿大学
近畿大学
立命館大学
立命館大学
同志社大学
同志社大学
関西学院大学
関西学院大学
京都大学
京都大学

時間
１３：００
１０：３０
１３：３０
１１：００
１０：３０
１３：００
１２：３０
１２：３０
１０：００
１２：３０

日程
４月９日（土）
４月１０日（日）
４月１６日（土）
４月１７日（日）
４月３０日（土）
５月１日（日）
５月６日（金）
５月７日（土）
５月１４日（土）
５月１５日（日）

�サッカー部（関西学生サッカー春季リーグ戦）�
場所

舞洲運動広場
宝ヶ池球技場
鶴見緑地球技場
長居第２陸上球技場
鶴見緑地球技場
高槻市立総合スポーツセンター
神戸総合運動公園
鶴見緑地球技場
高槻市立総合スポーツセンター

対戦
大阪商業大学
同志社大学
大阪体育大学
関西学院大学
大阪学院大学
立命館大学
阪南大学
大阪教育大学
桃山学院大学

時間
１４：１５
１４：１５
１２：００
１２：００
１４：１５
１４：１５
１４：１５
１４：１５
１１：３０

日程
４月３日（日）
４月１０日（日）
４月１７日（日）
４月２３日（土）
４月２９日（祝）
５月１日（日）
５月５日（祝）
５月７日（土）
５月１５日（日）

５
日
の
尚
文
館
前
広
場
に
は

ト
リ
ノ
五
輪
を
め
ざ
す
、織
田
君
が
登
場
�

４月
２・４・５
日

ようこそ関西大学へ�

新入生歓迎プログラム てんこ盛り

文文化化フフェェスステティィババルル

～文化な「ヤツ」らが騒ぐので～

学生諸団体の行事予定（４月１日～５月１３日）

２２００tthh
４月１４日
～３０日

交
換
派
遣
留
学
生
の

春
募
集

平成１８年度

春季展

歴
史
的
資
料
、
明
治
期
の
新
聞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
源
流
を
探
る

（６）平成１７年（２００５年）４月１日第 ３２５ 号
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入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
前
に
、
勉
学
へ
の
夢
、
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
夢
に
心
お
ど
ら
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
学
で
は
み
な
さ
ん
が
今
後
四
年
間
の
大
切
な
時
間
を
充
実

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
、
新
学
年
の
始
ま
り
に
当
た
っ
て
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
期
間
を
設
け
、
学
部
ご
と
の
案
内
と
各
種
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
人
権
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
か
ね
て
か
ら
そ

の
教
育
、
研
究
に
全
学
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
本
学
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
に
も
、
そ
の
認
識

を
共
有
す
る
こ
と
を
願
い
、「
新
入
生
歓
迎
特
別
行
事
」
と
し

て
、
人
権
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
や
映
画
会
を
催
し
て
い
ま

す
。
本
年
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
よ
う
な
内
容
の
催
し
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
積
極
的
に
参
加
し
、
関
大
生
と
し
て
の
一

体
感
を
共
有
し
て
、
有
意
義
な
学
園
生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
く
だ
さ
い
。

副
学
長

小
幡

斉

二
十
一
世
紀
冒
頭
の
現
在
、
国
際
社
会
で
も
っ
と
も
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
イ
ラ
ク
の
問
題
だ
ろ
う
。
遠
く
離
れ
た
国

で
行
わ
れ
て
き
た
戦
争
が
自
衛
隊
派
遣
問
題
な
ど
で
日
本
で

も
注
目
を
集
め
て
き
た
。
事
実
、
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
国
際
社

会
の
法
秩
序
に
か
か
わ
る
多
く
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

ど
の
国
で
も
国
内
社
会
で
は
暴
力
や
殺
害
は
法
律
で
犯
罪

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
社
会
で
は
国
の
行
う
戦

争
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
か
、
な
お
許
さ
れ
て
い
る
の
か
。

国
の
自
衛
権
と
い
う
言
葉
は
よ
く
使
わ
れ
る
。ま
た
、人
権
の

重
大
な
侵
害
を
行
っ
て
い
る
国
、
内
戦
状
態
や
破
綻
国
家
の

状
態
に
あ
る
国
に
外
国
が
軍
隊
を
送
り
、
人
権
の
回
復
を
は

か
り
、
ま
た
民
主
主
義
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の

か
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
が
加
盟
し
て
い
る
国
際
連
合
が
国
連

軍
を
結
成
し
て
派
遣
す
る
場
合
は
ど
う
な
の
か
。
こ
う
し
た

問
題
は
国
際
秩
序
に
直
接
関
係
す
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
と
そ
の

後
の
展
開
を
素
材
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
的
問
題
を
検
討
し

つ
つ
、
法
学
と
く
に
国
際
法
学
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
か
ら

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
学
舎

Ａ
２００
教
室

【
講
師
】
法
科
大
学
院
教
授

藤
田

久
一
氏

道
浦
さ
ん
は
わ
が
国
で
も
っ
と
も
有
名
な
歌
人
の
一
人
で

あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
出
版
の
『
無
援
の
抒
情
』
で
第
二
十

五
回
現
代
歌
人
協
会
賞
受
賞
。
歌
人
近
藤
芳
美
氏
に
師
事
。

�
ア
ラ
ラ
ギ
�
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
歌
誌
『
未
来
』
の
選

者
。
著
書
多
数
。
現
在
吹
田
市
に
居
住
し
て
い
て
、
吹
田
市

の
教
育
委
員
も
務
め
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
間
講
座
の
講
師
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
壇
の
選
者
も
歴
任
。

道
浦
さ
ん
は
、「
ひ
と
を
傷
つ
け
る
の
も
言
葉
、
優
し
く
な

ぐ
さ
め
る
の
も
言
葉
。
い
え
、
ひ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

を
含
め
、
こ
の
世
界
の
す
べ
て
を
結
ぶ
鍵
は
、
言
葉
な
の
で

は
」
と
い
う
。「
太
陽
は
赤
い
」と
い
う
の
は
詩
で
は
な
い
。
概

念
だ
と
。

言
葉
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
そ
の
文
学
性
、
芸
術
性
、
社

会
性
等
、
多
方
面
に
わ
た
り
話
題
が
提
供
さ
れ
る
予
定
。
五

七
五
七
七
の
短
歌
の
世
界
か
ら
、
新
入
生
が
元
気
に
な
る
よ

う
な
話
ま
で
多
彩
な
展
開
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
道
浦
さ
ん
と
時
間
・
空
間
を

共
有
で
き
る
幸
せ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
土
）

九
時
三
十
分
か
ら

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
学
舎

Ａ
２００
教
室

【
講
師
】
道
浦

母
都
子
氏

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
、
国
境
を
越
え
る
経
験

は
私
た
ち
に
も
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
国

境
を
越
え
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
パ
ス
ポ
ー
ト

と
は
何
だ
ろ
う
。「
国
籍
」
と
は
何
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
国

民
」
と
は
何
だ
ろ
う
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
奇
跡
的
に

生
還
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
七
年
に
な
っ
て
自
殺

し
た
イ
タ
リ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
の
研
究

者
と
し
て
知
ら
れ
る
作
家
・
評
論
家
の
徐
京
植
さ
ん
は
、
再

び
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
訪
れ
る
予
定
だ
。
ド
イ
ツ
で
生
ま

れ
、
住
ん
で
い
た
ベ
ル
ギ
ー
で
一
九
四
〇
年
に
「
ド
イ
ツ
国

籍
」
を
理
由
に
拘
束
さ
れ
、
ド
イ
ツ
に
送
還
さ
れ
た
後
は
、

「
ユ
ダ
ヤ
人
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

に
送
ら
れ
て
一
九
四
四
年
に
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
画
家
フ
ェ

リ
ッ
ク
ス
・
ヌ
ス
バ
ウ
ム
に
、「
ユ
ダ
ヤ
人
証
明
書
を
も
つ
自

画
像
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
ヌ
ス
バ
ウ
ム
の
作
品
と
生
涯

を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
経
験
と

「
難
民
」
の
問
題
を
、
在
日
朝
鮮
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
考

え
る
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
土
）
十
一
時
か
ら

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
２
学
舎

Ｅ
３０１
教
室

ソ

キ
ョ
ン
シ
ク

【
講
師
】
作
家
・
評
論
家

徐

京
植
氏

リ
ス
ク
の
時
代
で
あ
る
。
地
震
、
交
通
事
故
、
テ
ロ
、
犯

罪
、
病
気
、
失
業
、
食
品
衛
生
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
、
今

日
に
あ
っ
て
は
人
間
生
活
を
脅
か
す
リ
ス
ク
が
多
様
化
・
増

大
化
し
て
お
り
、
リ
ス
ク
管
理
な
い
し
危
機
管
理
の
重
要
性

が
盛
ん
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
講
演
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
阻
害
す
る
リ
ス

ク
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
本
質
や
現
代
的
特
徴
を
お
さ

え
つ
つ
、
人
間
が
各
自
の
生
活
を
送
る
な
か
で
リ
ス
ク
を
評

価
し
対
処
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
多
様
性
、
そ
し
て
難
し
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
安
全
と
安

心
、
そ
し
て
情
報
で
あ
る
。

学
生
で
あ
る
み
な
さ
ん
も
、
一
人
ひ
と
り
が
生
活
の
主
体

で
あ
る
と
同
時
に
リ
ス
ク
管
理
の
主
体
と
な
る
。
リ
ス
ク
管

理
は
他
人
事
で
は
な
い
。
自
分
自
身
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な

リ
ス
ク
が
潜
在
し
、
自
分
自
身
は
そ
れ
ら
と
ど
の
よ
う
に
向

か
い
合
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
れ
ら
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
こ
の
講
演
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

う
。

【
講
師
】
四
月
一
日
（
金
）
学
部
案
内
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
２
学
舎

Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００

【
講
師
】
放
送
大
学
助
教
授

奈
良

由
美
子
氏

社
会
学
部
で
は
、
二
つ
の
歓
迎
行
事
を
開
催
す
る
。
ひ
と

つ
は
、
産
業
心
理
学
、
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
新

入
生
へ
の
、
桂
福
團
治
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
「
手
話
落
語
」

の
実
演
で
あ
る
。
桂
福
團
治
さ
ん
は
関
西
演
芸
協
会
長
、
上

方
落
語
協
会
理
事
の
要
職
に
あ
り
、
日
本
手
話
落
語
協
会
長

と
し
て
手
話
落
語
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
る
。
手
話
落
語
の

現
在
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
で
の
苦
心
談
が
中
心
と
な
る
。
こ
の

行
事
を
機
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
行
事
は
、
社
会
学
、
マ
ス
コ
ミ
専
攻
の
新

入
生
へ
の
、
鳥
越
俊
太
郎
客
員
教
授
に
よ
る
講
演
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
は
い
ず
れ
講
義
等
を
き
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

講
演
で
は
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
人
権
」
を
基
調
に
、
具
体

的
な
事
実
を
紹
介
し
な
が
ら
、
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
を
語
っ
て

も
ら
う
。
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
新
し
い
視
点
が
生
ま
れ
れ
ば

と
思
う
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
金
）
入
学
式
終
了
後

【
会
場
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
３
学
舎

ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ

大
ホ
ー
ル
お
よ
び
１０１
教
室

【
講
師
】
落
語
家

桂

福
團
治
氏（
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
）

客
員
教
授

鳥
越

俊
太
郎
氏
（
１０１
教
室
）

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
嫌
が
ら
せ
）、
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
家
庭
の
暴
力
）
と
い
う

言
葉
は
社
会
的
に
か
な
り
認
知
さ
れ
、
各
大
学
で
も
セ
ク
ハ

ラ
の
な
い
快
適
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
防
止
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。
セ
ク
ハ
ラ
防
止
を
規
定
し
た
改

正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
と
人
事
院
規
則
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
制
定

さ
れ
、
性
差
別
を
許
さ
な
い
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
が
着
実

に
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
の
若
者
は
、
男
女
平
等
、
差
別

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
十
分
に
身

に
付
け
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
不
況
が
長
期
化
す
る
昨

今
、
被
害
の
声
を
上
げ
に
く
い
時
代
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
男
女
も
、
大
人
も
子
供

も
、
高
齢
者
も
障
害
者
も
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
め
ざ
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
セ
ク
ハ

ラ
、
Ｄ
Ｖ
に
な
る
か
、
被
害
を
受
け
た
場
合
の
保
護
制
度
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
法
律
的
側
面
か
ら
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
土
）
十
三
時
か
ら

【
場
所
】
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｅ
棟
情
報
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

【
講
師
】
弁
護
士

久
岡

眞
佐
代
氏

水
は
生
物
が
生
き
て
い
く
上
で
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
水

は
家
庭
や
工
場
な
ど
で
利
用
さ
れ
、
廃
水
と
し
て
環
境
の
な

か
へ
出
る
。
そ
の
水
が
再
生
さ
れ
て
ま
た
飲
料
水
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
お
い
し
い
水
、
安
全
な
水

が
ど
れ
だ
け
あ
り
が
た
く
貴
重
な
も
の
か
、
そ
し
て
水
は
環

境
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
わ

れ
わ
れ
は
つ
い
忘
れ
が
ち
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

藤
田
正
憲
さ
ん
は
、
大
阪
大
学
で
今
年
定
年
を
迎
え
、
四

月
か
ら
本
学
に
客
員
教
授
と
し
て
着
任
し
た
ば
か
り
で
あ

る
。
生
物
環
境
工
学
、
水
質
管
理
工
学
を
専
門
分
野
と
し
、

環
境
問
題
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
以
前
か
ら
水
と
環
境
と
の
関

係
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
た
こ
の
道
の
草
分
け
的
存

在
。
本
学
工
学
部
生
物
工
学
科
で
も
平
成
二
年
の
創
設
以
来

ず
っ
と
教
鞭
を
と
り
、
こ
の
講
義
か
ら
多
く
の
学
生
が
環
境

工
学
に
つ
い
て
の
広
い
知
識
を
学
ん
で
育
っ
て
い
る
。

ソ
フ
ト
で
紳
士
的
な
語
り
口
か
ら
、
水
に
つ
い
て
の
お
も

し
ろ
い
話
が
た
く
さ
ん
飛
び
出
す
に
ち
が
い
な
い
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
金
）
入
学
式
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
中
央
体
育
館

【
講
師
】
客
員
教
授
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授

藤
田
正
憲
氏

現
代
社
会
は
個
人
の
能
力

と
実
力
が
厳
し
く
問
わ
れ
る

時
代
で
す
。
新
入
生
の
み
な

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

生
活
の
中
で
将
来
飛
躍
す
る

た
め
の
知
識
や
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
に
、
強
い
意
欲
と

期
待
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
年

次
生
か
ら
専
門
的
な
資
格
取

得
や
国
家
試
験
合
格
の
実
力

を
養
成
す
る
た
め
、
十
五
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。
卒
業

後
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広

げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

公
務
員
へ
の
第
一
歩

国
家
公
務
員
�
種
を
め
ざ

す
人
に
は
一
年
次
生
か
ら「
公

務
員
講
座
」
入
門
講
座
の
受

講
を
勧
め
ま
す
。
現
役
で
国

家
公
務
員
�
種
試
験
に
合
格

す
る
た
め
の
基
礎
学
力
を
養

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

英
語
講
座
で

目
標
別
の
コ
ー
ス
を
設
定

「
英
語
講
座
」
に
は
、
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�
テ
ス
ト
対
策
・
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�
テ
ス
ト
対
策
の
各

コ
ー
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標

点
数
別
ク
ラ
ス
を
設
け
て
い

ま
す
。

レ
ベ
ル
目
的
に
応
じ
た

情
報
処
理
講
座

「
情
報
処
理
講
座
」
で

は
、
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
検
定
四
級
コ
ー
ス
か
ら

中
級
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
検
定

三
級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
な
ど
、
各
種
ソ
フ
ト
を

使
い
こ
な
す
多
彩
な
コ
ー
ス

を
開
講
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

オ
フ
ィ

ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
初

級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
、
基
本
情
報
技
術
者

な
ど
の
試
験
対
策
コ
ー
ス
も

開
い
て
い
ま
す
。

法
律
家
養
成
講
座

「
法
律
家
養
成
講
座
」
で

は
、
司
法
試
験
受
験
や
法
科

大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）

を
志
望
す
る
人
の
た
め
に
、

法
律
家
に
必
要
な
基
礎
知
識

の
習
得
を
め
ざ
す
「
基
礎
コ

ー
ス
」
を
は
じ
め
各
種
の
段

階
的
な
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。ま

た
本
年
度
か
ら
司
法
書

士
を
め
ざ
す
コ
ー
ス
を
新
設

し
ま
す
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
合
格

を
め
ざ
す

公
認
会
計
士
や
税
理
士
を

め
ざ
す
人
の

た
め
に
、
簿

記
の
習
得
レ

ベ
ル
に
応
じ

て
段
階
的
に

学
習
で
き
る

「
簿
記
検

定
」
と
「
公

認
会
計
士
入

門
」、「
税
理

士
」
の
三
講

座
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

「
税
理
士
講
座
」
で
は
必

須
科
目
の
簿
記
論
と
財
務
諸

表
論
の
科
目
合
格
を
め
ざ
し

学
習
し
ま
す
。

高
い
合
格
率
を
誇
る

各
種
資
格
試
験
対
策
講
座

「
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
」「
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
」「
通
関
士
」
な
ど
の
資

格
試
験
対
策
講
座
は
、
毎
年

高
い
合
格
率
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
ま
た
「
社
会
保
険
労

務
士
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

・
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋

二
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
）」「
色
彩

検
定
講
座
」
な
ど
の
講
座
も

開
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本

年
度
か
ら
「
弁
理
士
」
を
め

ざ
す
講
座
を
新
た
に
開
講
す

る
な
ど
、
一
層
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
う
ち

に
職
業
的
資
格
を
取
得
す
れ

ば
、
卒
業
後
の
進
路
選
択
に

大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
志
望
者
に
も

万
全
の
支
援

「
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講

座
」
で
は
、
放
送
、
出
版
・

広
告
、
新
聞
の
業
界
別
ク
ラ

ス
を
展
開
し
、
み
な
さ
ん
の

マ
ス
コ
ミ
就
職
準
備
に
備
え

万
全
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

い
ま
、
受
講
申
込
受
付
中

現
在
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

（
社
会
学
部
学
舎
内
）
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
、
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
天
六

キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
は
随
時
受

講
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
一
日

（
金
）
に
は
、
新
関
西
大
学

会
館
南
棟
一
階
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
で
も
受
講

申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。
詳
細
は
講
座
案
内

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

事
務
室
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１
）
ま
で
。

平
成
１７
年
度

関
西
大
学
お
お
さ
か
文
化
セ

ミ
ナ
ー
（
前
期
講
座
）

総
合
テ
ー
マ

「
大
阪
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

本
学
と
大
阪
府
立
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
共
催
で
、
一
般

社
会
人
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
五
月
十
七
日
か
ら
六
月

十
四
日
の
毎
火
曜
日
（
全
五

回
）、
時
間
は
十
八
時
三
十
分

か
ら
二
十
時
（
九
十
分
）。
会

場
は
、
本
学
天
六
キ
ャ
ン
パ

ス
。
申
し
込
み
受
け
付
け
は

四
月
五
日
（
火
）
か
ら
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

R
L

�h
ttp���w

w
w
.

k
an
sai-u.ac.jp�ex-

ten
sion�

）
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
リ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
事
務
室
（
�
０６
―

６
３
６
８

―

０
７
２
１
）
ま
で
。

新
入
生
歓
迎

特
別
行
事

学学
園園
生生
活活
をを
有有
意意
義義
にに

人
間
生
活
と
リ
ス
ク

―
安
全
と
安
心
お
よ
び
情
報
―

商 学 部

イ
ラ
ク
戦
争
と
国
際
法
秩
序

手
話
落
語
と
私

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
人
権

法 学 部

社 会 学 部

可能性を広げるため
ぜひ活用を

響
き
合
う
言
葉

セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い社

会
を
め
ざ
し
て

文 学 部

総合情報学部

「
国
民
」
っ
て
何
だ
ろ
う

�
�
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
在
日
朝
鮮
人

人
と
水
と
環
境

経 済 学 部

工 学 部
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私たちは２年

連続関西学生リ
ーグ３位の成績
を残し、“甲子園
ボウル出場”を
目標にし練習に
励んでいる。
アメリカンフ

ットボールに
は、足が速いと
か体が大きいと
か負けず嫌いと
いった自分の特
徴を生かせるポ
ジションがあ
り、それぞれに誇りを持ち、自分
にしかできない仕事で部員全員が
同じ目標に向かうスポーツだ。そ
れは選手、それを支えるマネージ
ャーやスタッフも同じである。
全員が本気で取り組むからこ

そ、勝った感動や負けた悔しさを
仲間と共有できる。それがアメリ

カンフットボールの魅力だ。
私たちはそんな熱い気持ちを持

った人の入部を待っている。こん
な私たちと一緒に充実した大学生
活をすごしてほしい。
（経済学部４年次生 中村 真
一）

大学に入学して何をするのかと考え
ると、勉強、アルバイト、その他いろ
いろあることと思う。
私たち応援団は「有意義な大学生

活」、「人生最高の4年間」、「かけがえ
のない仲間」を手に入れることができ
る団体だ。
応援団と聞くと「厳しい」というイ

メージを持つかもしれないが、社会で
すぐ役立つ礼儀やマナーを身につける
ことができる。また、さまざまな人と
交流が持て、普通の学生生活では体験
しえない活動をすることができ、自分
の新たな可能性が見つかることだろ
う。
新入生のみなさん、ぜひ応援団に入

団してください。
（社会学部４年次生 金信 裕）

私たちバスケットボール部は、現在
33人の部員と６人のマネージャーで
活動している。
一昨年度のリーグ戦で７年ぶりに１

部復帰を果たし、昨年度のリーグ戦で
は、６位という結果を残すことができ
た。今年はさらに上位をねらい、イン
カレに出場すべく日々の練習に励んで
いる。
けじめをつける時はけじめをつけ、

笑う時はみんなで笑うような仲のいい
部で、仲間とともに活動していく中で、

授業では学ぶこ
とができないさ
まざまなことを
経験することが
できる部だ。
バスケットに

興味のある人は
試合を見にきて、
ぜひとも応援し
てほしい。
（文学部３年次生
市川 香苗）

日本拳法とは突き、蹴り、投げなど
なんでもありの総合格闘技である。と
言うと、いくら格闘技好きな新入生で
も後ずさりしてしまうかもしれない
が、臆する必要はない。これまで格闘
技とは無縁な日々を送ってきた人も気
軽に門を叩いてほしい。確実に強くな
れることを約束する。
これまで何度も全国優勝をしてお

り、大学から始めたにもかかわらず全
国優勝した選手もいるので、関大に入

学した新入生全員に
その可能性があると
いっても過言ではな
い。また、近年女子
の活躍がめざまし
く、マネージャーは
もちろんプレーヤー
も大歓迎である。
われわれが新入生

諸君に求めているのは、優れた運動神
経などではない。「強くなりたい」と
いう熱い気持ちと決意である。
（法学部４年次生 武山 尚弘）

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

新入生のみなさん、入学おめでとう。
関大ライフを満喫するなら、まずクラ
ブに入部することを勧める。
学生生活を無駄にしないためには、

課外活動をす
るに限る。理
由などはな
い。とにかく
充実した大学
生活が送れる
のだ。その一

点に尽きる。
ちなみに、私が所属している英語研

究部（第２部）は、「サマースクーリング」
という日本で唯一の活動をしているク
ラブである。それは夏休みを１週間利
用し、中学生に英語を教える活動だ。
教員志望の人や、スキルを上げたい

人や、単純に遊びたい人までいろんな
メンバーで活動している。真実は一つ。
楽しい。
（経済学部４年次生 吉倉 秀和）

私たちは子どもを対象としたボラン
ティアサークルで、主に週１回の吹田
市内の学童保育学級への訪問を活動の
中心としている。
訪問先では、自作の紙芝居ペープサ

ート、からだを使うゲームなどを子ど
もたちに見せ、一緒に遊んでいる。
他にも５月に吹田市主催の子ども野

外カーニバルへ参加、８月に関西を飛
び出して地方の小学校で合宿公演、３
月には普段訪問している学級の子ども
たちを大学へ招待して影絵や人形劇、

演劇を特別講堂で公演したりし
ている。さらに保育園や児童セ
ンターなどからも依頼を受けて
訪問している。
活動の雰囲気を気軽に感じら

れるように子どもと触れ合う体
験の機会も用意しているので、
ぜひ一度話を聞きに来てもらい
たい。
（法学部3年次生 住谷 健治）

FEETは昨年設立したばかり
の新しいサークルで、高槻キャ
ンパスの３年次生が中心になっ
て春は花見、夏はバーベキュー、
冬はスノーボードと季節に合わ
せてあれこれのイベントを「楽
しく」をモットーに行っている。
高槻キャンパスは近くに摂

津峡という景勝地があり、少し
足をのばせば自然を満喫できる
絶好の位置にある。
ここは蛍の保護区域にもな

っていて毎年６月ごろには蛍が
たくさん見られる。その景色は本当に
綺麗で、まるで別世界に来てしまった
ような気さえする。
そうした自然を身近に感じることに

よって環境意識も高まる。人それぞれ
大学生活を通して得るものはたくさん
あると思うが、自然と触れあい仲間と
騒ぎながら大学生活を充実させるのも
悪くない。新しいサークルFEETを一
緒に作っていきませんか。
(総合情報学部４年次生 米田 貴）

吟詩部では漢詩に音節をつけて歌い
上げる「詩吟」や詩吟にあわせて日本
刀や扇を使いながら舞う「剣舞」「扇
舞」の練習、発表を行っている。詩吟
で吟じられる漢詩は中国の有名な詩人
やみなさんがよく知っている日本史上

の人物が作ったも
のなど、さまざま
だ。
練習は毎週師

範の先生から大学
で指導を受けてい
る。師範練習以外
の日は個人練習や

上位年次生との対
面練習を主に行っ
ている。授業の空
き時間や練習の後
は部員同士で食事
をともにしたり、
遊びに行ったり、
和気あいあいと楽
しくやっている。また私たちの部では、
詩吟を通じて他大学との交流も行って
いる。夏には他大学とのキャンプ、秋
から冬にかけては全国のクラブの発表
大会に参加できるので、全国に友だち
の輪が広がる。興味のある人はぜひ一
度部室をのぞいてみてほしい。
（法学部４年次生 渡辺 陽介）

われわれＫＢＣ関西大学放
送研究会は、昼休み(12:15～
12:55)、関大生に向けて放送
する音楽番組の制作をはじめ、
音声に関するさまざまな活動
を行っている団体である。会
員はアナウンサー部、ミキサ
ー部、ディレクター部と呼ば
れる三つの技術パートのうち
のいずれか一つに所属し、そ
れぞれが協力しながら、みな
日々せっせと制作活動に励ん
でいる。

こ こ に は
色々な人間が
いる。音楽が
好きな人、音
響機材に詳し
い人、喋るこ
とが好きな人。さまざまな個性が集ま
り、そこから生み出される番組も、み
んな個性的だ。昼休み、少し弁当を食
べる箸を止めて、ちょっとだけ耳をす
ませてみませんか。そこに、私たちの
創ったコトバがある。
（社会学部３年次生 木曽田 太郎）

関西大学ハンドボール女子部
は、明るく、楽しく、元気よく
を目標に、現在１部リーグで頑
張っている。
去年は念願のインカレにも初

出場し、全国レベルの凄さを体
感することができ、また秋季リ
ーグでは、1部リーグで５位とい
う成績も残すことができた。

強豪チームなのでは、と思うかもし
れないが、１年次生から４年次生まで
とても仲が良く、いつも楽しい話が絶
えない。普段仲が良いのはもちろん、

練習中には互いに良い所、悪い所を指
摘しあえるのも私たちの部の魅力の一
つだと思う。経験者の多いクラブだが、
初心者でもすぐに馴染める楽しいクラ
ブなので、ぜひ一度遊びに来てくださ
い。
（社会学部２年次生 長谷 美香）

●
日
本
拳
法
部

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子
部

強くなりたい者 求む

初
心
者
大
歓
迎

●
児
童
文
化
実
践
サ
ー
ク
ル
う
ぷ

●
放
送
研
究
会

●
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ク
ル
「
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」

●
英
語
研
究
部（
第
２
部
）

●
吟
詩
部

保育園でボランティア

楽
し
く
自
然
体
験

●
応
援
団

コ
ト
バ
を
創
る

●
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

甲
子
園
ボ
ウ
ル
へ
部
員
一
丸

礼儀身につけ 社会で活躍

日本で唯一 中学生に英語教育

他大学と交流活発

インカレ出場へ練習励む
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大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は５月１３日発行の予定です

第３２５号

�編集後記�

こ
の
記
事
が
出
る
頃
に

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
満

開
の
桜
が
新
入
生
の
み
な
さ

ん
を
歓
迎
し
て
い
る
こ
と
と

思
う
。
毎
年
こ
の
季
節
の
関

西
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

本
当
に
美
し
く
、
人
の
心
を

晴
れ
や
か
に
し
て
く
れ
る
。

ま
ず
は
新
入
生
の
み
な
さ

ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。

大
学
で
は
、
成
績
が
個
人

の
能
力
を
判
断
す
る
尺
度
の

一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が

す
べ
て
で
は
な
い
。
最
終
的

な
目
標
は
、
総
合
的
に
す
ぐ

れ
た
人
間
を
形
成
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
自
分
の

授
業
に
だ
け
出
席
す
る
の
で

は
な
く
、
他
の
学
部
や
学
科

の
授
業
、
図
書
館
、
博
物

館
、
今
号
で
特
集
し
て
い
る

Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
、
幅

広
く
活
用
し
て
ほ
し
い
。
さ

ら
に
、
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
関
大
ラ
イ
フ
を
有
意
義
な

も
の
に
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

（
原

武
久
）
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